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表１ 調査対象児童学校・学年別人数   n(人) 
   
 １年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 計 
Ａ小学校* 156 182 183 156 152 829 
Ｂ小学校* 62 64 93 79 47 345 
Ｃ小学校* 106 113 140 94 84 537 
全体 324 359 416 329 283 1711 
        *１学年２～５クラスで、中国の一般的な規模の小学校。 
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２．学校別学年別未処置歯の有病状況（表２） 







   




































































全体 988 1303 933 369 253 
   ＊未処置歯有病者割合＝未処置歯有病者数／受診者数×100％ 
 
３．学校・学年別治療者数と治療歯数の状況について（表３） 















   



































































































  ①口腔機能の維持・向上 
  ②歯の喪失防止 
  ③歯周病を有する者の割合の減少 
  ④乳幼児・学齢期のう蝕のない者の増加 


































３) 本間達、若松秀俊。子供の生活習慣と虫歯の関連。日本健康科学学会。19(2) 127-135. 2007 
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